	博士課程教育リーディングプログラム・オールラウンド型
PhDプロフェッショナル登竜門

～フロンティア・アジアの地平に立つリーダーの養成～

2012年度　モンゴル試行研修（募集要項）


　近年、鉱物資源開発で世界的な注目を集めている「草原の国」モンゴルは、厳しい自然環境、わずかな人口、大国に囲まれた内陸国といったハンディを背負いながらも100年にわたって独立を守り抜き、冷戦の終結にあたっては市民・学生による民主化運動によって無血の民主化を遂げるとともに、「非核地帯化宣言」に代表される自主独立の外交を展開するなど、激動する東アジアにあって独自の存在感を誇っています。また、モンゴルは日本を「第三の隣国」と位置づけて重視しており、2010年11月には「『戦略的パートナーシップ』構築に向けた日本・モンゴル共同声明」を発表するなど、日本にとって極めて重要な国となりつつあります。
名古屋大学は、モンゴルの大学・研究機関との学術交流を20年近く積み重ねてきましたが、近年ではモンゴル国立大学法学部に「名古屋大学日本法教育研究センター」を、モンゴル国立科学技術大学に「名古屋大学フィールドリサーチセンター」を設置し、またモンゴル国立健康科学大学と学術交流協定を締結するなど、その協力関係はさらに緊密になりつつあります。
このたび、名古屋大学では、日本学術振興会・博士課程教育リーディングプログラム（オールラウンド型）「PhD登竜門～フロンティア・アジアの地平に立つリーダーの養成～」の一環として、モンゴルで試行研修を実施することとなりましたので、本プログラムの研究アシスタントから研修への参加者を募集致します。
本研修では、名大とモンゴルの協定大学の大学院生による複数の混合チームを結成し、サンプル（雪）の収集と化学分析による環境汚染の実態調査を行うとともに、モンゴル政府（自然環境省・保健省等）や鉱物資源開発に抵抗するNGOへのヒアリングを行い、その結果を総合的に分析するという海外フィールドリサーチのプロセスを経験します（参加者の専門分野は問いません）。本研修に参加することにより、日本の研究・教育機関がモンゴルをはじめとするフロンティア・アジアとどのように関わるべきかについて自分なりの視点や考え方を身に付けるとともに、発展著しいフロンティア・アジアの躍動を自らの五感で体感することが期待されます。
【期　　間】2013年3月19日（火）～3月29日（金）
【訪 問 先】モンゴル（ウランバートル市、中央県）
【募集人数】15名（所属研究科・学年・専門分野を問いません）
【応募資格】

名古屋大学・博士課程教育リーディングプログラム・オールラウンド型の研究アシスタント
【参加条件】
（１）研修前の事前学習（講義・討論会・シンポジウム）に可能な限り参加すること
（２）現地でのフィールドワークに主体的に参加し、現地報告会で報告を行うこと
（３）帰国後にモニタリングレポートを提出すること
（４）海外旅行保険に加入すること（自己負担）
【参加費用】

航空運賃・宿泊費・現地でのフィールドワークにかかる経費は本プログラムが負担しますが、食費・海外旅行保険は自己負担です。
【応募方法】
応募用紙を「PhDプログラム」のホームページからダウンロードし、必要事項を記載の上、「PhDプログラム」推進室設立準備室へe-mailの添付書類でご提出下さい。
【応募期間】2012年12月25日（火）10時～2013年01月16日（水）17時まで
【日程（案）】
	日程
	内容
	宿泊先

	3月19日（火）
	中部国際空港発、ウランバートル・チンギスハーン国際空港着
	ウランバートル泊

	3月20日（水）
	ガイダンス、郊外の牧民を訪問
	ウランバートル泊

	3月21日（木）
	モンゴル鉱物資源ワークショップに参加（国立法律研究所）
	ウランバートル泊

	3月22日（金）
	モンゴル環境法講義（名大日本法センター）、環境NGO訪問
	ウランバートル泊

	3月23日（土）
	サンプル収集（ウランバートル市内・郊外）
	ウランバートル泊

	3月24日（日）
	サンプル分析（１）（名大フィールドリサーチセンター）
	ウランバートル泊

	3月25日（月）
	サンプル分析（２）（名大フィールドリサーチセンター）
	ウランバートル泊

	3月26日（火）
	サンプル分析（３）（名大フィールドリサーチセンター）
	ウランバートル泊

	3月27日（水）
	サンプル分析（４）（名大フィールドリサーチセンター）
	ウランバートル泊

	3月28日（木）
	日本大使館訪問、分析結果に関する報告会
	ウランバートル泊

	3月29日（金）
	ウランバートル・チンギスハーン国際空港発、中部国際空港着
	


※サンプル分析の合間にモンゴルの政府機関や協定大学を訪問します

※参加者の希望も踏まえて、最終的な日程を決定します
【オリエンテーション・事前学習の日程（予定）】

1月25日（金）・2月2日（土）　参加者へのオリエンテーション（どちらか1回に参加）

1月25日（金）　講義（１）鈴木由紀夫（農林水産省国際課、元JICA長期専門家）
2月  5日（火） 講義（２）城所卓雄（名古屋大学参与、前駐モンゴル国日本大使）

2月中旬　　　　 講義（３）高橋祐平（産業総合研究所研究主幹、元JICA長期専門家）

2月15日（金）　国際シンポジウム「モンゴル国における鉱業開発の諸問題」（国立民族学博物館にて）
2月後半　 モンゴル留学生との討論会（名古屋大学にて）

　※事前学習の詳細は、決まり次第、参加申込者にメールにてお知らせ致します。
【問い合せ先】
名古屋大学「PhD登竜門」推進室設立準備室（理学部C館319号室、担当：竹中・中村）
　http://www.super.nuqe.nagoya-u.ac.jp/leading/
TEL：052-789-3595/3827　　e-mail：10ryumon01@post.jimu.nagoya-u.ac.jp
窓口開設時間：10時30分～17時（月～金）

